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[，L} 1コ頼JηH::Jl!によの d二人 組織え]認の円寺人心分斉己主れど注円義
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3 法人向荊1減|刊の封然人が負担す{， ;'i意義務内全体構尼

おわりに

はじめにl

1.本稿の課題

主主苔は、 2川四年 1月γ公刊 LJ 司法人処罰 J~ ITI; i天理論Jγおし ι亡、社、人処罰

本稿は、古川z千下 d月よJ円に北海道太子で開催されん(去の紅f斉すJ寸I研究会にお
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をめくる議論の恨ぷ的問題占u、肉体i:i有柿を持つ口。人人を処副対象Jする刑

法が肉体も精神も培たない法人を処罰しうるかという点にあると桁摘したっそ

の上で、刑法上の諸概念の荒範的論拠を探求した上で、その規範的論拠を法人

に通用す匂というアブ汁 チ主 1下張Lた Lかし、刑法|の市概念の検討lつ

いては、今後円副題Jするに土どまった

そこで、筆者は、刑法|の諸概念のうち、過実に仕"fを当てて研究を ~1めた

その耐完成呆Jして発表Lたのが2刊)9'1'，9 ，~に公刊した l 刑事過失 k 信舶の原

則の系譜的考鮮とでの明代肘烹義」東京大学法科大学院ロ レピコ、 4巻1'72

阜であるりここ F は、 l~が凶 0)過失慨念の系活 l土、アメリカの不法行為判例に

あることを検証すると{ともに、危険の防止という規範的巨地を中核として、 I

危険を生じさせる状況を記述し、 E当該危険を防.11-，る土いう荒範的見地に基

つ主、 E注意義務のよ=!-H.:.的内科を確定した上 C、IV当該義務内特に被告人が違

反したかを判断オる土いう定式が形成されているこ 1:を不した、

このi均失の判断士式を、法人iこi自用することは粁易 Eある。品険の防止とい

う規範的見地から法人を汁意M告の免jU*体とすることに何の暗害もないから
むある。そうすると、法人の過失を具体化する作芸を理論的な倹討によってi主

めることも期待きれよう。

しかL、本t~は、法人的迫失の旦仏イヒという課題の予備作業をなすと河町 iこ、

現ィ九のITIJ宇判例において法人・紺織内部の自快人が1、弘治通にして処罰されている

かを示すへく、注恩義務の負担土i主を法人・組織 l考えた上 P、法人・組織が

負担寸る注意義務者法人 制織内部の自然人に分配寸るという判例法湿の存イl

をはらかにすることにしたい

2.検討素材とする判例

法人ー紺織が負担す-0i~t意義務長自然人に分配寸 L という議論そ提示 Lたの

は、森永ドライミルク事flであるりこの談論は、平成に人ってから、千円 7・パー

トピル事件におL、て最高裁も採用寸るに至った 3

そこで、不稿においては、森広マライミルク事刊目 TRfハ トピル事刊を

素材{ELて干[1例法却を析同したよで、干口デパ、 トビjレ事件以降の最古裁判例

も検討素村に含めて問題点の検討を行うこ，.に1る

[75J 北法印(4'56)1068 



lr:J."j'l判f7:Jiみるi意義務の負予iキ舵としての注入

法人 a組織の負担する注意義務の自然人への分配という判

例法理の析出

し:!.，I<ドライミJレヴ事件第二審・差戻し第一審

干1f iK ドフイミルク事1t~手、第一脊徳島地弘!:::11礼 3S-1"i~ IO}i:?王丹下市IJ:1，ちを9' 

ょう号97Tt1.'P! ゴヰ 356号 7ζ) の~;;;:fLi人2名グ〉長罪I'J決が郡 高市松広判明者1

11年i片日司肖刑某19主2ヮ1:i行員 半1;8'1/: : 'i 日 i 真 1 にお\~<:: 1暁だif:I'f:な

り、-主主辞 主主判日利44-::;::2 ~27] 裁判立刑事 l7U 耳 383Rì で第二こ訴の法常判

|訴に間違いは'J:1、}/~;f口、宮、テデ芙 v 弟 m:悟島地平;~P!:ltl!情干11対三宗門河IJH

〕巻jj号14'73-rf-;で主主浩訣長i立心課・ムJs;長は舵莞といっ:(1:込をたどrコ7三、

このぺち、危境の訪日lどいう荒主的見i也い基つどi邑尖宇1;析の'止式会中提;今、 τ土

肖義務.;);ミ担上体を法人 ~i 活(レC-/三上で、その注肖義務を臼f人人 h二分配 t ミ{レ

う芸l命を読み似る素材!-，てふさわしいのが、山 審止売;7!~'__:;ぅ 草子あるに

第二審判決における問題の浮上

la! 主主換の防止という規範的見地から設定される注意義務

お 'lii'においては、 T 乳児河内粉ミルクをき3造-~るに|者、し、二L業閉め薬品を

添訂する乙主に¥1:、 E呉なる茶坊の使用を;fu'けるために、 m(;'-iKf品坊を発注す

るう、 (21速切な化学的険歪守安泊「品作主義J告が設定された t高n'J議19を2号
1川百・利時刊7与日日頁父、 ;) +"/ F 

平こでは、品541主主i のな，_， ;J一業肝心会岳を ft ，，~~-i主に ;:j~ 引←~-るうtに付与別碧

品混入に土ゐ万が一ク〕生命・ ι'体への危渇~- 1. 、う"よご、 Fh:)対象!なる危%i1

1日象化Lつつ、 1訟危険の内科に応?ぜん形で、規格i百本発;"'"ーんか、又U1ヒ学

H守険lヤ，--;， ，!j!笠を確認するレ L汁注守、義務 :~)，'~~.tfとされてし 4 る

げる半;oに)1:{1'5r d-人処罰と 1活!~く j f':議J を売に、その慌の質疑.r;r\1ヰイ:反映した

ものとあ.c，研究工?(.-主主凋し丈方々仁世~~ ~.社 L た v 人

なお、判時nlピー7Wい蕊旨が揖載され一日、るが、

安な1;:1:フjが自1:除されているの ;::'j:.tj::j '__なt" 
本1泊σ〉昔、十斤からす-"レ iji，

苓パ:'-j..(ミルク 7イ千井宗 L筑 審 J手、主:倶.I，X計j歩採用したものとにで，ft叫

ごある ι しかし 法人 組成07)気iU'<jもf王主義諸Ct);，了間I ノ~，，う判例法Eb市山

ずるといっ平いの~e，から「るこ手間fろな議論であるので、検討対象に u て取

りよけないこ L:'-~ ';r .t)-， 

~::: '1'字GO:"!，SS)1;:67 l7CJ 
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手早水主!業林式会千?の徳島二U~d:Jづける傍ミルク (T)製造(:(王、多数幻自然人が

問うしごいに}そうする 1， 主体u(jC~_ /予の白然人 ZI~: It<'下げよー注当、義務b 負m

す-L小刀tri:f!涯となω。
ニ川氏ιついて、第 7出土、 lβ問主主義務は 場内淀J住民ιが負担する土述

べるにととまり i}~J日完ょ9を 2 号ょ 94i三 川持44';号22-P::段r--j) 其休酌に1

l'2義務や長↓'-，る白う人人ん'r[よみわなかっf

「ヨ入社 場がふ児屑調_1~=粉正しを説.it-，;-るにあた川、原料牛乳に安定斉，l- L 

て詫一校椴ソ タを ~L::fセ出" {， icさ、方て刊 らのうち

刀、iこ、規杯AL緊'IT C!吏用)義務TÆ び fl~'C':的枚手投手き J 、点7刊 -rt19巻 2 うす2;:;0

貝.'t:j Wキ/1/1';:コんの員 F7日

第二詐は、 I場村内v かなる司令h人が注目、義務を負担fミかは問題ない

まま、 i品じり従業員をきた←~á~ :ニィ巴民 L て Ü~烹 ~Y J';去を設tすしたへそして、具体自ら

に;j主義務1:CJ，~討するじ知人が市か、 とt"う苅誌についてはItlE，IY!こ}たので

ある

(2) 藤本英雄による理論化

唱和 u~之、1966年 1 3月三下され，-第 詳"r:;iたにおいて浮上 Lた潤怒lン)，，，-， 

て、Tlらl検討の之、安tLi:(桁摘したのが、院仁川侃年S月のジヱリストLL仁の

可II!事 就 竹内Jgノ、 桜木英炉によ ζ咋技会「長示、ライミルク牢f't.r .f!二務ょ

過宍 ジコリスド3.")1号32、341==r(つ議訟である。もっとも、この段院では、問

題点。)j旨拍 lありうるき芝方が市首じられる仁)-Jまり、十分に線られ任主識は

登場Lてしなかった。

藤本英MHよるZ望論:1: ~手、 1960イ'-fj月のジ j 1)_スド誌ょのか~~;~二: 欠陥.1世j
認をめぐF て----':Jンコリスト;;，34号lS司におν、てfわれたc 二.('，藤ぃi立、

l ーに，， :ri>~t絹続全体 J~ ~，て jEiしつ宣:1平があるか J う〆うというこ}干知念日'~ ;.ごイ3

fでみ九 I'C'、 r 立体計に、締結L 汗到のある沢丈Rt な百~，~--:!;.間町しが人のi主央

を辺 rえしていくよ去いな之 i'指J有する!，"-'，-，ったのである、:rif1(;員

同ttグ〉斗!!~-~;; i立、 公害罪，去山 'I~~官ljおとし l、れまあるものの、ふれ t ずの蕊十<.0)

-1 :ri! '~~ 19(;9平外も 4!j山ド'z:f6てもは、企業内的主主管占山首任を問う-， !'に慎重な

安弓与を巨せていた[恭+':!志士主「公害と刑法内主割 j ザコ 1-/.ト 420サ~，)~，)芝" " 

Iti止、ふ()~4. S4' 1;だち
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装結を;ぇl映LI:形手到来されJ七 11ド1;;六主.1葺1t?犯罪，-町民J ':197り年 J J:i 

ぃ、c司慌でい2三明宝f汁にいるコ
: .~:;卜に述べ九出主義務 l品、企ノ工認京市体力日比と L こ間人を汁íiセ寸 J二述

ハミ九炉、公当罪の イ卒i土11tl人であんかん、ンヤ章表おもも ιろん、や業前車
れ沼失が問題 1- なる部署内芦{三ある地位を占めゐ~:t;I}いつい、考え h れゐ

て戸 ， -， 
こ ~-<_~"Jê (1口書241司l

l それでれの恒人的被古発予ヘの関与 cワ悲母によって、個人O)~@)とが時寸ノi

されと τJ '同警はつ-c)

このように、藤ιは、辻芳まBiの長主主{てを法人・也i恭どどえた上で、主人

組織のポ討にお"、泊安か問号男三なる部署内責任ある抗|立中 Il'iめる口?夫九山尚

!J.~~~~;j J~ ~";')宗治安心ミ}ん i つである

3 幾康し第 審判決による応答

日[i相46年、19'，'3年円、手民し第 訟を行士lム ii )f'，T.f: 義務の t~li"1iJ: 1-+、を工

坊と L..l_ 卜と"二t~長 :~-'~，道三平iーのi主主立f主 0) 内h:.，;ト与察寸ると苧 l ノハ u た

藤木の詩論グ〉彬専をそと形で、第二審で浮上しと問題い拝え/:1)のではない

かと戸、われるl

まず偶成支行該当忙な L汁~，売出刊の潤包として、， !)ひとまず、酒々人の

異イ4-8， 1了、Nr f-書数 ν て牛 lt( }，ゐの作業計Hi裁体と Lての〆~'}J( ついて lその

全1-:…をあとか達、 への口然人の?二島 J 同行にみて)、その姐?与を ';;.qt~ 自主

害事 、:::<)いで、本i牛 渇における一時長あるいは製造課長たる苔i之、

当該旦注自，;)，況の下においこ、芥級自2仁 1ゆ3なる出主義務を負うべき;]，1

検討J : ffl:月日巻"号 ISI:j.]，') ~~ 呑号;z悼文}Efi(，，) ) 

このような議論を日f 続 t~ lT、差日し第 審は、製造課長有罪‘ 境長';Qf11 

と'";う結Gf.iをさ章夫同したのであゐょ

:， J蕊寝木の忘誌>:ij，訂設;合;:(びの〕コJ影宰響UJi刀かo少〉どの桂「皮支ふu吋つも σの〉てでやあつたノカ?主につい←てζ 肘口..，~ ~ ，:ニと iは土仁

きな

σの)i: A芯去りであゐ l 持穣~*又口身 iにこよ心ず指~j拘拘当勾'Ji土:して、 時木英推 l森えく ζ ルケ事fli: i完
宍~~!~:;，:J葬祭研究45巻 3号121<:';ι974)) 

そつすると、叫人・相殺の負唱する注 J、義蒋を山然人に分配するという帯主1

についこも蒋:t，O)影響←叉~ ;-丈こ 6;~ 亡も:rl~躍:よなかろ

~::: '1'字GO:，4'S3)1;;6;:) l7らj
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日意JU訟の負J百三F，体$-;去人 e 剤l織と苓三た|で、自然への戸意4K41宅千苓辛ナ

£J L 3う蒜 ζく?フイ、 i;，'ク事1'Hこま L第一千キと/戸、さjしと訟論は， 11を決平 ，CJÝ~ 2宇

: 1月29:J町長Hをえ号日7lT:I千[:'rノ号、 入ピ jレ事fす)11うl、、て;詰高裁でも試

はされる ι々 予と;~ )lを所有・管理するた社を j主三主義務的主体i'， たよご、

従業員のn意:&務を検討 j たのであるう

l ド"ーム抗光J しては ι 火災の拡大宇治Jf-'~ <J t 泊、次々」内規止の有

無を関わ「、 IJP'f:な限 iJ，1華々の刊さiを請すべき (叩r;'U'l

告 5号876良1

説高裁がこのよつな認前ι守測していることは、本件~I)悶子育解説である尽

=陵町 l判前 ~-;'f全両裁判町判判断14刊事羽毛ギl克2年度J ~にに員仁おいと t り

耳打R伝:こュ、王見されてu、'-，，)-，

: i" I J 'j、そグ〉決人レし亡〆σ うなu:芳三たおうあったかを自在京し 1"ょ

.，，)その組織においし#が右の三ヲ義務を共!州:.dこt='!っとし aたか、百い換

ミれi'J、議が有三主j't./，(JüH~'-9 べ~ '(f)'~J にあ わか争砕定寸るという -F，'去や

}fZ '-)ている bのである一

法人・組織内の個人責任の成立範囲の検討

i主ヲ義務の負担土14，を夫人‘組ねい考えと上で、口。人人の，二 p 義務を芳祭 t

る川町:去ャ引手、法人。剤同告が負担 d る任意~'tTA ~~ if電"す I~ 巨然人予f吾ZJLた!

で。そのま主誌の不流行につ'"，"(当該日;~!，~人会処崇対象ど j ゐもの!いえ￡ こ

の kうな考丈克， "引で、平協は、 J六人・キH織の汽担すω伊香、表務の再燃人へ

し 1)匂均J どIl子~，';:ずる」 ll v た'.，

この J つに、法人，訴;減内自 jB オ;~ j:i意号、初心ヨ 7夫人に分配するにこさ法

九 初給内の1巨人心i:'lた責!干の山泣か千われる!:~， cも、巨体的士仲立高議<1)

号~[〆ら法令日目ら')' (:~ ~な L ミ限り、安F告の 1)生存j主ìifif. ;>:定めるこシはできな、ヘし

6井ト怖いJ'笠宮主主の刑事退丸町↑刈いつい( 'r'J事判 fí~ c)耐党その~，!I はす員

'2以)3) (初iH. 斗[':正1台Jむと還暦祝賀月一卓:士苧i乃諸惜~二一( 19ヌ~) ) 仏、

l十人的負担する注志義務をノす配す之レいう議論;ヰ森永ドフイミルク苧汗が最ね

のものとごし勺誌も子の」うなは例はな， ，と作柄 J つ~\込た

Iti止、ふ()~4.~:/~ ， 1;;04 
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とが 亡、 t六人 経将;J7の日夕人人への注目義務の号呪をいかにしご行'治が吊

安全問題こ士るー

まと、このよ iな判例法理に上ゐ}:;yf:にじた人・組織内において危険のFh.lf措

置右土品 J¥き向怯人が多Tk;なω こともあわ i/，J そこで、過失犯の成 ;1首府

を|担ノlーすと設論の被;j も主'!~な!日H皇レなるトふろ、十九稿 C( 主 f三砲の原 '1: による

;'T意義務の免除の 'IJi')E牲につυ ご収 ;'i げる:とにしたい

なお、滝川寸にあたって}立中l叫や素什}可るものの ι 一般目的なJjl誌や角'(I-~~ .~~る

ために必要な限度にと上約心 Ltこ1J争〉て、注|々 の宇不?で阿::tE，~なった lfl-，;守に

(三立らノ、らないよれc-，る η

仁自然人への注意義務の分自主方法

法九・組ぬ内部門司然人への注意義務円分配がfニ A 汁 ~，.;j上最台、判例以斗該自

扶人的勝nをに7上;-j~ている、また、判例は ü:芳三たおを直接に隠仁ヲる誌を選TfU

寸ると!.Jぞなく や芦Ht:刈ぷこ '，Lコ巳快八iこむ宵義務内海行を長ぷ Lζいるつ

以下 CIよ、この υにつν 亡、ミ宝誌面と具体例そ't1: 検釘ふ進めるサ

(1) 磁実・権限{こ応じた注意義務の分配

職責によって注意義務在定める判例の理論化

法人・刺殺の洲市i尽「る自扶人のι主主主義J告のI"J官界確定ずゐ 1 あヂ ι て、

1荷主 1 注Rすふ判例はロどから多数存在す必例えL工、鉄道会社内路リIJ!T人は

尚司事故の佐積予-:l:li.lH る義務守負ね 9 るといったI1Ií~r，，;挙げふれる

従来、このよ i な判例の竿則は三~~~~のもの J 寺三人れこ'，，'よーんめか、間TB と

Lて取り 1:.了、dlω 二とち支なかん このコ例の半日'1や埋;元化fω に、分業

f全市t:こj監みて注玄義識のうす均Jだ読者を|担ぺずるもの土;型炉できる

危険の苅:と 1 寸規約自(J.~_ 地か)!立、 ì室主えの人-{l-]:こ重畳白;に:;~~;:f5湾11を妄求

オることがi;-JJI.臼 J とある l かし、危:;~0) :~~，} J f. ，~ンあま;) に倣)Jミ;--1ると、 J主人 2

紺織が負担「るあらゆる作意義務か法人・耕織iんの全構成員に負担させるこ J

にと仁川、多数内村技人的介業1"':;11によっ ι活動的棺を拡げる 1元人・組織の正営

そ|飛球な七 (i)にし、仁士う c

大ll])、if10年 1汗171;刑主主Z了直c 吉、大判HR手口 7年に月に[]F'I呆 LI 者~，G8}'守

合;--

~::: '1'字GO>!'SI)1;;63 l8uJ 
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そこ P、分業i卒、市iJの維持Jいう安請に読みて、問題となっている注車義務を

負担きせ匂ことが~~.主自然人の職責・権限に昭ら Lて柑応なものとい去る限度

P注ョ養務の分配を認めるべき、土考えられるのごあるり

ib) 具体例による検討防火管理

年数の者がt仁まる建物を管理すL法人lz、火火による多数人の死傷の危険み一

防止する Jいう規範的見地からシヤノターの閉鎖や避難訓練の実施な 1:'0)防火

管刈上の注意義務を負担ずるつこの法人の負担ずる注意義務が、科白のI隈世に

J，[:.>じて法人内のH然人に分配されるのであるり

この庁、干Eデパ ドピル事件のごとく、防火管坤者が注意義務内分配をそ

ける場合はわかりやすい(三ルの所有 管理会社のシャツタ←閉鎖立法につい

て、評lJ ifA4巻 8 号l)7TO~ ピル内のキ Vパレ 内経常会社内避縦訓練義務につ

いて、 loJ878fL，)。何故なら、防火管理ιは火xに主る危険の防JIを職責!:し
とおり、 7主ロ、義務と職責円相応件以作易に認められるからである 2

これに対 L亡、大洋7小パード事件L最判平成 3年1l!l14B刑集45巻日号221fl) 

においては、防火管瑚?Tは退任されてh土'.-iたものの、消防言十直の作成・避維訓

伺の実施のための権限はなく、名円に過ぎないものであったとして、防火管理

上の注目、義務円分配が否定された 1、向 237 、 23~頁人このよっな場合、誌に防

火管理卜の沖意提王者を負担きせるかが問題となる。

①最高裁の判示の問題点

この占、足高裁は、会什の代表取締役が防火管埋|の沖意義務の履行者であ戸

て、取締役会ではない土の判示を行っているり

「株式会什にあっては、通常は代去取締役が会什のため自らのi~t意主務の

隠f丁t:Iて防火管理尖1寄り執行に当たっているものJみるべきごあり、収

締役会が防火管辺|の作意義務の"1'宇として代表取締役に有義務を~1-二き

せているもの左みるべきでもはないηJ i.刑集:15Jj;.8日227員}

「 取に会ネ十円建物について防火管理|の作意義務を負うのは取締役会で

はなく、代表取締役であり、代表取締役がH らの注意義務の隠h~~. て防

火管珂実務の執行に当たっている J "同頁)

しか L 、防火管理上の注意我J舎の履1~~'が代表首t"ある土いう最両裁の判不

が、仮に、会社の負担する注芳:義務内履行?Tは代江椎を有する?Tぞあるとの恩

どに上りて基礎つけられている j，-，れは¥それは妥当ではない、刑法上の注

[81J 北法印(4'50)1062 
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主義務の分配について、 .1~，t:乙l~ ，;η キFJ を某 iH:. ，，---tゐJ草川はないかλ手法ど

(2¥ 出主主主誌の内科J杭責・権限の相応仕

刑法 1-j)片意表務の:仔再三i土、イt:i<惨ではなく 間垣とな f ていゐ作意表務t

判-~， .権:iJU/)j;:ヨ1心三¥-)~ ¥弓 r::.地か ι.h-われるべごさでめる

大洋子' " tf午では、代表JIi[締役が株ょのほと i"どを保有するォ ヮ 什

長 cl~ 1__--;-人事 的地大~:権|担 é~" 有し、会村内経営活理主J与の-i;rJ 有〆統括~~-( Ba 

え f部~.- (-.:.有 J芸指J歪命令を j二 J て L た l 同門8Q，;~このような体制の公社にH

いに、実体の'J:1、:方火守政省ノドj宣伝される(:.:}--竺まコてしリ三レいう事青山下で

は、河防計 :;"，1;(j) 作成・純明「訓練 ~I) ヲ~)Jt， と， ，う治，)(管:l!]l1 >1);' 意以47は、代表~~

~;-rìi/!i: !，，~ ;，j'-同 I~，寸べさずある 'fr.:Ihtなら、代表以伊役LよりとL わぬもワ↓/マンザ工

亡がfこわれ口、ミ}会?工では、日}:.官JWが不:分な状地内解I"1Lいつ刑法上の妥

求u誠青‘権限がねば、忙を布一ヲるのは代表}j/鰐mナ:(了す:かれである
てのように、引火活一時上の;'.1庄義務と腕責・怯|設の栢日、性i;長芋とすべ与で

あっしな 14 的事実~係では代表以締役十革主主義やげ自r;-9るのが長4であれ

七」い人いよどまィj、 般的:一代表+とを茶慌 Lすべきとはない九州えi之、全匡

各帥1こ多決心:':)レを f!f，有'~る廷のの防火管闘に院'~る Jf~i空ヰ疋めていない会 11

lン叫「亡、一律に'1-¥:7支柱'-::------j守、羊 することは六合開であろう υこの協合、職麦 a

権限1桔ム~て与ど1 ご(::、 mþ/I~n町の作成 遣e1t訓練の*池な;の防火活

日Rょの注忠義時の分配を受ける司収入がh-F-C'あ之:かをや焚:すす¥、e-c'あι1.;

(2! 注意義務の分配から生じる監督義務

l，ai 議λ・組織が負担する注意義務の濫接的履行者・監督者への分配

中U'~J~ ì止、出入巳纏f叫が~t立する J主玄義務を王将に隠千てする↓ Y:'，~ へを氾罰する

にととれ)-4、ut;芸的履行者:こ:C;'gる辰吉抗f55，;主反:こよって監すafJ抗fずにある

R 出ふ孝 i半どが.1~員肖裁判例年以刑事J語、l'戊 3/r1"烹， 1問、|心.;.正;工、 f否決

1 ，，!)tJt疋を役拠と Lに本丈で抜粋 'J.'二判示を説日行ごL込'"よ
9代京協の/子市北弘前記ト豆までな!、、こ lについとは、出入処罰仁)~，、て J人人土

司-::sれゐエ停が代表芸l限ヮ列なしふというi芸誌:l，:;bし6て共有されてU る i詳

籾な分析についごiJ、桓口売fr「出入処きりの糸沼市考主主 -';'~人地'J\j "耳l法m
fI」補遺 j 介、常と法iに辛口幸 1号ム87，-~ 189 fl :，2009n 

~::: '1'字00:，4 '~9) 1;;6 I lS'コj
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自然人をも処副している。

この占、法人・紺識が負担 9~;'ギ意義務をi1H妄に履行する自然人が確保きれ

といる以上、法人・組織が負担する注恩義務の分配土いう法理からは監音義務

を導出「ることはできなしヘとも思われようつしかし、職責 権限と柑応宇る

|混りで注吉、義務が分配される土いう諜論の基礎にある危険の防止土分業体制の

維持とし寸見地に遡れ(f、監督義務の導出は"1能である。

危険の防止 t~ '"寸規範的見地からすれば、本土、法人・祖純が員組1る注意

義務の置接的な履行者を多数確保ずるこ，~ jJ t宮主 ~t¥"，し刀、L、分事実体制の維

持という見地から、職責・権|出土の相L心↑士が認められる限度に注意軒務の直按

的履行者は限定きれQ のである。でうだとすれば、法人・組織が負担する注意

主務の直接的履行者を選別するだけでなく、監督主務0)限度で監督的地位に立

つ者にも注意義務を認すことも認められよう。ドJ故なら、 i主銭的履行者をE主管

1るi也位に立つ占に対して、注意m務0)宜接的履行上旬も負担が軽い監督義務
を認せ:工、分業iト制hこ撮みて無却のない形 p町一険内防止を区ることがむきるか

らである、

したがって、法人・組織が負担する注吾養子容は、職雪 ・惟rl!に相応する千日で、
直接自V履f二首だけむなし監督首にも分配Lてよいのごある。

(b) 判例上の具体例

(f) 防火管聞のi茸j宜的履行者に対する~皆業務

T日デパ←トピル事件にお'，，，てl豆、ピル 7常のキ吋ハレーを経営『る会+十の

代表取締役であり、管理惟限者ごある者について(耳Ij集刊を8~-87~i頁人道峰

訓練そ行う主務そ買う防火管理者を監督宇る作意表務があるF干の'I'J示がなきれ

たけ口1878員人

法人が負担 9-0防火管理|の片意義務について、防火管理を肱賓と宇る防火

管理占が直按自白な履fて~)なるものの、防火管理占を監督する地位にある省に

は、その職責に応、にて、防火管辺者が防火管I塁手?二うように監tt-9る作意義務

刀まうよ同己されるの Fある

匂森永ドライミ jレク事件

海水ドライミルク事件再戻し第 #判決 pは、製道:記長につい亡、 I粉ミル

クのT!遣に1Eiして一業用の薬品を添加する土きには、 E札悪品に上りて有毒功

[83J 北法印(4.48)1060 
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が混入 L 主~X!J j主に伝よな惜芹を与え ζ 仏政を :;h';:-.' g- るとめ、出張作品の発注を

行弓 d う:，:t:'iォτ皇主若ヂる{:;意義1奇があるこの1'1*が I~~ ~::> 11た(:;:円n"巻jj号
: :'107同人

粉ミ Lケの:t'，'.:;立'"'向、して'""草原の埠 l弘子;;J:;主|宇品降、 J主プーにの1今、島 J号;立競格

lF を廷注する注玄義識を ~t立する 二のす久平，，¥司発l主義荻μ'TJ長[1'J(j') !~j 7/，~人にノす

自己されるこころ、~J-:mれずの q~責!，，:f~み、長JL の育;: ì:~!{煎ふ行うウ{ぶーあゥた

製造科目l干1平に対 Lこ、規格品J)発庁歩出:ffl~~に行うヨミ誌がう'iilill，'，~れる (:li!lh{-ì:j

"C) "そ Lて、 このT雪桜町な履行者にな之て、製J?l;早品lJillのT雪桜町-司tぃ

つ戦費にありた製法諜長に対して、規格r¥r!JSili){'!':'われるよろに監督 jる義務

ヵ{'5t哲日手れるのぞあふド白;'}l5G4，、 5S;;P:i口

2. ~言車震の原真IJによる注窓義務の免除

決へ働組殺が fiω4 る I上苦手~\，j~~(!)R f夫人へのうj'nUいう判{司法珂{を副捻;二

::. -C ;'J'析した長芋iこぶヮご口然人的Y土ヲ義務をメこめる協台、民八 e 報織の内部

。)，è が刑事雪子千字 H~i:-9る紅lili1i'広誌なものとなりつる I¥そうすると、 JII事

iiflを浪士ずる何点が車安，-な勺 ιこ九、ム柏では信栢のl京引いよる注品義務

の免除にwついて取り|げたいー

dえが司がアメ"力大法行為半l'↑タlかようA44入L七伝粍の原則心、 IFF白ク〉功J と'"
" 

う笈範的見池が筏j迫力人文;妥当;，る喝行L、仙の人百「しよる?巳おJ):'¥)J ，::. 7) '{11字

保きれて1，ζ こJ-}-~，と±その利需のす:現の必烹げいをJ11' 11J に、特定の人烹の特定の

ぃ意義務守日除9るとい与も♂〉ふちる

この信頼のi1;l引の法的熔7El品、 i:t、人・認識 IYì土主義務のーi:: ';i~ ，t 考える場合に

もそのまヱ託、~:I-:rω 。

f

企J主坦織かをf主主義務の負担ニ土.，1半レ?fえと上で、汀然人へのf主主義務の分

画己そfJめるほ念*示、禁制対律びノNZ矢 :，1 ')1"1 代干 I 主とま討しし勺円去fÆ~命 I 10; 

三ミじ980i、初n;・草草木英雄杭苦ョ沼失m-;;fIIR泊矢論争 ~ 21:(fミ(197;)、、は、

森永の担任 恒営ドホ ci)責任出止の可詑性rトもJ主J有司るの
このぶぺな;表誌を f(j 恨「心弘の i レて、 ιIL 実邦「区療にお円心オミ;.IW)事 I~'~
レチ ム巴療;おける医院の刑事;uニパ;'.1特例ア/ムズ3~6; ，~8Þ，季限、

さねi:(立構1;亮fr-r'J刊.11:;遺失と信頼の胤'1:10)系詩的考察と子の lift的意表 j

，:rU立太子iHIん学史1-;ーンピー"-，1ぎ195円以下、2(09)"，

~::: '1'字 GO'4'~7 ， 1;;に合 184J 
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I!注忠義務を負担す之:夫人‘組ねの外邦に ((l~ ~r;:[の lí/jJ卜i>pJ同な土イ半が存在 t

る持品、 'It.J)ゴFfj;による危険の妨 Jトか確保きわて¥;'オし:工、注入しり市:1'")j~:) ~二五号-f[:

めん的に特定のとた人・祖殺の負-1-Fì すゐ介tj-È 'l)正吾f;t務や免除するこ~: 'K認め

どい (2iヱナ¥そ人 制局内六五J)波紋のR'人ノf¥1，，';;予告、表務が分現きわた縁台、

it主(!)11 íλ i\i よる，l7:j~~止のf:h .lト《守1m保され、いれば、法人的活動の円骨!としつため

に符疋の己焦人のn:;在五務を免除4るーとも認詑レ，.:fi.;;:; '5 

以下山土、:)>)7トポ喝係における行判的江引につい E は食ιの製迄字、(~-'.内門IS

陀係におけと信頼(7)UJl肢に)". ，~，どは防火fTiっとず ム豆療を兵fド例にLなが令〉

検~J を進的る、

11:1 f童ff1の館員IJによる法人・組織の負担する注意義務の免除

ポボドヲイミ Jレク事件予定し第 #判決別立、倍程内原[l!li一八、亡、信羽あ

る薬tTLぇ売業おかh継続 L亡講へしているいJペナーけで、化学的枚岩を官略ーヲ

)~ ，~とは許されないとの判刀、がなされ/二[官 1 ，" J在11月152J、日出白)二

食長σJ雪山遣におい亡a:-:る有主主:食品る死傷('i危険に，j，，!L， "( Iよ、食品('i

原材判作成-ri 製iYL菜アfJい)+.主数l乃上11，7/だと:H百五をユ平るこ1がPきるn こ

の事イ\1イ E仰木体によ η て危険V')防 11 ノゲ :1J 能であれば、 (2)1ミ品事'-~!-)圭の汁t 号1!~

のために、古品製造業河内注主義務を免除する~7?:flJ~ も認められる v

問題lよいかな。品;1L他の+14，[よゐ危険の防11がユi能とい -z;，sかである

1M，:.、食品の市首に否之:ま「のつコセ人に主主設の f;，:./，f介在すiJrい'事買の

みかっ、 百刑他1;イdのJゴ守宇tf休1宇;;;1刀7

J肝j戸τ他Uの〕二主主νイ体本ん伝忠頭良す るこ l で目1和半も 1危;2r;段主主刻fリi;，防J必山)-jJ汁1!品=五4φ'Jほ正λす亨干?隔雪l枕古カが益竺{仁よ口一主渇器f令? 

lド~、計試tも過F摂提3貝詞f打T本?負司わなし とし iイ小、白什?埋占がす立工 !仁，，るL二とドなJLむ 九がつて、

食品じρのiつ)説j必:主り勺ザ。口七スドJお");.丁る危険防，:H日置を採ると仏ぴ)~;J-J j，主化を Zjぷす¥、され

める一

そうする:、....'，か仁して危険防110)宅件、字社法に 4るかが町出となる)，ころ ι

これは認約によ Jて;1]訟であゐ。 1刊;'1工、会可i誤芯業者ザ食品の原材料lな

る芳 1';71\[1ぇ売業省)，ク〉ラ~~?~に β1 もて、食品製法ぃ伎同ヲるこ土を苫知 L 亡、芳 iE1

2A，丈の議論lA、令赤色状態のセ子市iこ注入中心申両l二、他の申買が注入し

て二な ν レ信和 d-.{:I ~-_ J~ を EJvめではいけない(ぬ 1 -諭工・ 199t110) )-1二H事

び〉読ま車ヴあるう

Iti止、ふ()~4'~8 ， ];;SS 



lr:J."j'l判f7:Jiみるi意義務の負予iキ舵としての注入

の1FA;~を指定し、主J械をN'き，，-tて刺入さが，()<'いう場合[同月 5-011 0'1:=，CTW:)， 

(;)i果汁引の薬品販売業苦lよる危険の防けが"1詑であるので、 '})XJ:21r宅じ竜門円

i官{じのとめに e 裂造業蓄の{じc:;乙'走J正義務を免注して納入品の外在日制主査オ，6f主

務子i果tしととめてよ、 C;;ち九つ一

(2i 信頼(j)原則による法人・組織内部の自然人に分配された注意義務の免除

¥8，1 防火管理

千[;[-，-パ 入どル事件に，.H¥， ，ては、 7:;2のがて;¥'レ の竹町権限ずの時皆義

読違反を認める i 際L-，(、防火管理主がi主駐誘導~;:I続を千 コてい士かったこ i'

そう日勺 いたと'.うす，"'1古か挙げわがている "WI~え44巻 Rせ8'78-n，i:

防)<管E主主7){j'峯侍されている場台、防火吉Iヨ」王寺監督す£械受書有1F町、音理

十色限汗は、「常時、却下の日火f;J甲TIがj邑 ~)J な防火管照来事?を iこつといるかと

うかを具体B('!二段腎-;~べき注者義務を抗う一日では士 \J (1豆:ゐ凶需 u最

.，--';説明l刊j解説引事院 iドb足三年又 J 2GG出 l、 J言'V:lグ〉原司Jによる江主義務の免除

が認め(.)tlるこ jが、この宇I].'J;(.I):量一J;I:(ごめるサ

信wcグ)JJ手、目!j~~ょや注→、義務<1)免除を認めやいあと J 日立、

公;'<0)ぷ'12ごの確保といろ知事r:fj(JJf，'怯刀、必要となる c て;1')在 1ヨデノい トピルゴゴi

fli二J 叫みる 、汀防火管7早:汗がト;}j');.営汚染務，y集約的に負担1する 1:.')ユト、

1. 2)防火管z王蓄や監皆 tる苔 -)'i:粧しも$~;-'{の業 J告や統計 L て、、る喝行、 ?:L 人じっ活

動を円 1骨なものJ- -t 川とめ、主体的合Iìl:f 当義務を f，f:J;J~ ~_ -c工いの Fあι1-;
もっ三も、管:lÆt害立芸の具{芋的な監督4K41主~:)免除を認める』は、 i方ツく管t主 ñ

による出主義務の流行によっ火火による危「食料治.11<'さゐ 1-1...通 i状況が求提

となる。し h がって、防火管埋若;ょん紡火管埋設務の毘，fTか)tjJ詐できないと

いう >j 別的手清:~);.存在ずる場合 ι(立、管理権演すの注志義務の免除1.1認められ

ず、具体的とE主百状務の属{が安治される。最有裁が認定 l た事情は、信用Eの

，IVJUJ に ι る y主主義訟の免除が十rι 弐れる庁事jé')'事情，~-'7~、し丈ものとい;': ;;:， 11，) 

(b:' チム医療

3旬、出問問 r~nl ;f，岸 1 長前栽'1'11'司j緯説刑事補平町立 2企i度 2児、氏ヨ買は、有
効なpj，ゾ;':t'J市町三r-r千イド私的確，.を肉的としし持|功itg条 l山はいけと'!，¥'J.fヂf:こ

防火管理業J完全集約する体制手持〆ている土1G摘する ι
原:完::t君.?74~ ，~ 

~::: '1'字00:，4 '~5) I ;;~7 l8GJ 
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デ よiZ4繋ιこついごも、医需チ ムトいう組純1JtlZ滑に伴ろ注目義務を負担

4ると誓主た で、十人|勺のヨ主主人にけ意~t1たそ分配するとの議論が"J 能で

ある この日立誌を前妊に、埼玉医科人当:事':-':. (-m:決平 J;~~17'1-手 l 月 1 ~;円配集 jD也

9寺ISSgTてJ と患者取りJ生支事咋 F主役平成 19:j~ J .q;:fil f甲J弘行i巻 2号urrn
につ， ，てr命日7ずる

{よ 的で:;'"か科大手:事恒

i奇二五豆科大学t:仕におLミでは、治療hSlを立ι結ずゐヱ;古区 指導すω話拝区
による f忌・出療方針内最終的決疋権を有す心科区による手引l古土 1、う峨11Jijが子ィ;

問手引 いた ()j'IJ't59巻引す15問、 ~S60 白" d 

こiつ工うな輪車1，1-おいては、防火管理ケおける舌理権似主;Ijr段、科iてLも信

頼(1)[finU :.こよ勺亡E1.久間ウ~，~υJ を行つ注忠義務的免除は認められ也 1:- 被数の

医師恥j台宗に当たるテ ム匡終において、，:})rl ;~i 治時に当たる主{江主 N...{/':主治

医を指導すと指尋Iヲミがi主桜子7為に1字、tfFワ々のリ'):'を十廿?で}と渇今 iこ u 、 ~)lt:リi

に品数σ)!~'F. ~I安 ~n事告抱￡る科j て (.f) 主よ . .y将減 t ることと :~'F.:f舎の1'1沼合ril'限ヲベ

九、科長内 "j字的む Z主管義務をず~p;まわ\さと考えられ Q カら C あ;';;)"，

t~ I医科大学宇止にJ仏、ては、持長について、回ら持査が計[てti-;':;事去の誼

FJなとを把隠し、薬品の?:z与言:1話実的内肖にマ山、て Fミf十川に情、にすし、設りがあ

れば長iT宇品作主義J告が課されており、 fτ頼のl点目1]: _'_ .-t ;;6 ，f!，. ';:今的な亘首実務の

免除，一、認めムれ止かっと研IJ 集，~9壱ロ召 lS削頁人

しかL、 工のJうな C'-意義務や謀←J-~:: 誌でヰ芳と μ て、 官主苦のl司l重は恨のて

まれな症例ごめっと千日'所話予る医院に絞 1ξ経駁がな久、 j古味i:!;;も安住しと

:;l~主がなく、 ?令ミ!5官ドつ、 てち主);~~-詰虫t;宇，イ欠r;，.くいてし J た、こ二と右が、認5定E 弐れて

うな芋 l情青μv包存在する上場藷合、主1吉出三目指導起のみでは1百療ょの.fl~磁の月止を|ノす

になし三ず、信頼グ)1明日1 によるけ意ぷ務の}~注や認めるための競続的考慮;基

つ忌 1'，120)旦1本的な監督義務η免|投手i'Li:止1ぺきといえる

lリ! 患主11-'~ :) i立て事行

り埼玉医科た学事件第一再(，'5，いたま地判平成 15年 3 月 20 ヨ叩J 長SY-;2:'~) ~~'1~)70 

呉:1 (土、が下 CJI欠布のh う共 f:~G'J日全焼f-為 σJ 主てについて、巡ー呉体~:;に監督

「ゐ義事くまポ負わなしけ日疋示的ぃ判示してい Q 司13771豆、

Iti止、ふ()~4'~4 ， ];;Sち



lr:J."j'l判f7:Jiみるi意義務の負予iキ舵としての注入

liff竹内定にお(-;' ，()街者取り違え事件 ιこおいご以、 HY~-完全fィドυつ益拡i持ンステム

も W~!事チ /" I勺の役割分ねもアパ1 士か勺た下とかっ信頼の "~:rlj:こよるい意~\;

務の免除をff??Eヰるi:fr0)半 1; ノJミがなさ j んrr: J 集。 l 当日 ~)'1;-対民}トペ

:Dで候EHL犬、上ろ h 奇一正下ごvた土手宇itでは 判長L 河体的な監督哀王寺有課
t:;~:，こ 4手数の事清を挙げ、お灯、ず よ、住菅いおい ζ?にねの.ff.'点目 1 よる j主三主義

務の九除がeEめつれることを月提と Lつつ、信頼(1)来日liよる;:j::烹抗務の九除

l，---h止する事胃手二日正しているもの):H'Wiごさる l これに汁 L亡、豆主制り 1宝

えモドitでは、グ ム亙憶に •• H\. ， ~ct三和内問、引によ〈》 f土官義務内免除を 5，S約心た

抗じ，)結局民C事情をき芸求 れもるそう'~る円、:立王位:f 丈平手 fl }~比較 に、

初手~-:T\[ り主主ズ事件'~~I土、信頼。)J県日!:にJる-;-r意義務。〉免除に対するN疫が設し

\t 両事fil立一円 7三弁欠\の r はむし;/")'，，_1:: し‘う島、~~も生仁三よ 1

しかL、両事件乃示l乃手巽は、 f口頭打原ヌjにぶるf土忠義務内先々:を認める

でめの;trr.~ff[:(:-4-1.~1;;.に組 '-i せ i工E理解口rt;~ である

患者収り l主え 171F子山手、患者の;μj 十字を口んなはする いミnヨ義務につ， ， 
て、子術的問う苔が，'，j;;丁目りに直接官;な履行主になるとい 状況ド問坦となっ C

、γ
V' '0 このような状況において、何 十確認い院する冷却分担がないrt:で、 J ぃ

ム内的恨の誌か/川口 f主そ碍記 4るであんつとめ信時を認めて[01 三砕fJJL持

か免除すると、 -11J;責任な体制を同比!rf許肖することになハてLまっ J

これL対~て、崎、医科大学卓件では、治療炉内'1.1:;;6 危険やt}J，11 -4""るたゲ〕

のJE1吉をロム行っトしιつ有般的な注出義子どを負t三寸る亙血:i，~、そのよ'な医自11

手三監背宇 4とし』う I、号室町?意義務ヰ宍jO'，るヌト♂がア士めよるとし』う状況が時期

になっ口、ゐ}このような状況おいてμ、日ら危険j:}jJIJ告区をJ芸品社主義務

芯負担す-，医帥lz、主主な芯比コ主でもなく ;f:摂からLI.1-: 引危険昔 P~I卜する没守

を負ってしる η そのとめ、!iKi管的地位;立つ辺阪の}、沖的な佐官義務をfT1尚、し

でも .~， ;'ê'収り i主主 11-件のような提言f干な体制的許令こいム間的(;C，!~ t:よいの

('， cI'l .fJ 1 T 

【 1 望者:17 りょ主三苧 ~-tの許羽な骨折として、才椅1唾雪円亮 1':" '山?苛ltし」ンジ、"，'..'.1ス iド、 i泌2

万引H刊(1頁 "り引P

なお、 !阿口日7 性目砕存認J北k務しのIりノ導出式設2拠{は主、 危険Cり)f防守 l ではないと思fわ一-;J-'，6 (;苅司Iは41

E反fi もク幻)~クのFつ〉、 イ伝言矧グ幻〉原目即!によ之，i'汀1一」以、義戸務:';-;iOの)，売毛 f徐主;こン♂:つ》いと i法士自W附ド的:jl符奇 J疋三~(ιζ 誌ならない

0の〉で、埼τlヶ利太己主事件止の比較lJ可能である

守千2まE 世帯当(レいう阿tてから世 ιl信頼i乃l良川(7)適用がiRぬよd:..るわi，tで

~::: '1'字00:，4 '~3) I ;;~S l8らj



資科

3.法人・組織内の自然人が負担する注意義務の全体構造

法人・州知ま負担宇る沖意7t務を法人・紺織内部の自然人に分配ねという

判例法理を前j是正 Lた場合の口然人が負担する注高:義務の確定方法を区にする

と以卜のとおりであ匂

~ . I.I~ 
l ↓ j~ 
ζ| I~ 

まれ逸失の判断定式]-聞に市りて、法人 紺織に注意烹務を設定寸るー

その上 P、当該法人・組執の外部に品険を防止できる主体が存在する場合、信

頼のl原則による作意義務の免除が認められるかを検副 Lて、法人・利織の負担

する注忠義務の内科を確定するり

次に、法人 刺殺が負担宇7"作意実務を、各自の恥買に応にて法人・紺織|人j

部門判然人に分配するー Jこよでは、注主義務"J宣J昔前履行者:監官者が選別さ

れる

はないの

例主:工、 .rt水 Vヲイミルク事件においては、監督義務を負担宇る裂i圭課長は

-ZE用安品の使用に楕板的に関与しており、苓品使用の安4で1""確保について部

lに仔せるとし寸役割分ねはなきれていなかった川l月日巻11号1480、1481頁)

このような場合、防音f干の具体的な耽背義務を免除することは認められない2

危険の防11に悶1る役割分組はなされていない上、裂造課長に具体的監督を要

求しでも製浩業務内円滑を開害しないかつである。

[凹] 北法印(4.42)1054 



刑事判例6みる沖宜主坊の負担キ体としての法人

最f五に、分配された注恩義務について、法人 組織内部の関与者買においと

信頼の原口Ijによる沖意主務の免除が認めつれるかの判断を行うっここでは、沖

立義務の履行について誌が責任を負うかを明確にする役割分担の年再が豆安土

なる一

おわりに

従来、法人 組禄|勺部内臼然人のi品央育任は、イ、作為引における作為義務，"

予見可能吐の存山?を中心的な論点土 Lて論じられャてきたりこれに汁L亡、本稿

は、法人・組織を注意義務の負担土体とみる判例法坤を~í;提として、内部内白

州人的過失責任。〉成立範凶を検討したり

このような検副は、従来の設前"は異質の思考l町I;.-~によるものであって、通

常の刑法JAii1命OJ枠を外オ口、もの土の批判もありえ主うのしかL、過失犯の処罰

俣拠を.1I';険の防止という規範的巨地iこ;I(める場合、法人・組織を注ロ、義務内負

ね主体とみることは過失犯論からの論理自(j伺結とさえいえるのその白で、本稿

は、過失犯の刑法理論的な某礎づけを前慢とするものむあり、刑法理論の枠内

にI正まるものであるつ

むしろ、従来の訣論'"、実際に刑事判例においと使用されといる法現にあま

りに円を閉ぎしてきた立で批判きれるべきであろうー建設自つな議設を椋み重ね

ていくには、:83与はJもかく、いかなる設論によって、法人・祖級内部の個人

責仔の追及がf二h :h， ているかを認識するという作業がイ、 "1 欠であるように~，;!)

Zしる もっ lも、ぷ縞では、この作主に取り組んどものの、いわゆる進言義務

につt，て検討していないなと法人・紺織|人Hiriの化人責任の全体像について未解

叫な部分を残しているー見なる倹討については他円を期したいり

北決60(4.41)1053 [90] 


